
ハ
イ
タッ
チ
で
喜
び
を
か
み
し
め
合
い

ま
し
た
。

　　
　
　

　

過
日
７
月
２
日
に
や
ま
び
こ
ド
ー

ム
で
高
齢
者
の
球
技
大
会
が
開
か

れ
、
中
央
地
区
か
ら
大
手
公
民
館

チ
ー
ム
（
男
性
３
名
女
性
５
名
）
が

出
場
し
、
第
60
回
令
和
初
年
度
の

記
念
大
会
で
立
派
な
成
績
を
残
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
ん
な
事
は

チ
ー
ム
始
ま
って
以
来
の
事
で
当
の

本
人
達
も
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で
し

た
。
そ
れ
に
は
会
長
の
Ｆ
さ
ん
Ｎ
会

友
さ
ん
の
大
変
な
努
力
や
奉
仕
が

あ
り
ま
し
た
。
Ｎ
会
友
さ
ん
の
話
の

上
手
な
事
で
チ
ー
ム
全
体
が
初
め
か

ら
終
わ
り
ま
で
笑
い
の
渦
で
し
た
。

　

女
性
の
皆
様
も
Ｔ
さ
ん
Ａ
さ
ん
Ｋ

さ
ん
達
も
配
車・会
計
か
ら
飲
み
物・

手
料
理
等
を
持
参
さ
れ
チ
ー
ム
全

体
が
大
変
和
や
か
に
過
ぎ
ま
し
た
。

　

思
い
返
し
て
み
て
、
成
果
が
得
ら

れ
た
の
は
「
団
結
・
無
欲
・一
心
」

で
プ
レ
ー
す
る
事
が
出
来
た
の
で
優

勝
す
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
思
い

　　
　
　

　
７
月
２
日
、
第
60
回
松
本
市
高

齢
者
ク
ラ
ブペタ
ン
ク
大
会
が
や
ま
び

こ
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
を
前
に
し
て
、
日
頃
の
練
習
の
場

を
公
民
館
か
ら
、
松
本
城
西
花
壇

横
の
芝
生
広
場
や
上
土
ホ
ー
ル
を

お
借
り
し
、
ま
た
、
四
賀
地
区
へ
出

向
き
、
先
輩
の
方
々
か
ら
基
本
的
な

ル
ー
ル
、
規
則
を
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
は
総
勢
20
チ
ー
ム
。

中
央
地
区
か
ら
は
Ａ
チ
ー
ム
・
Ｂ
チ

ー
ム
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

５
つ
の
リ
ー
グ
に
分
か
れ
、
４
チ
ー
ム

の
総
当
た
り
戦
で
順
位
を
競
い
ま

し
た
。
勝
利
数
と
得
点
数
で
順
位

が
決
ま
り
ま
す
。

　

中
央
地
区
Ａ
チ
ー
ム
は
、
リ
ー
グ

戦
を
３
戦
３
勝
し
、
総
得
点
が
31

点
で
し
た
。
こ
の
得
点
が
全
て
の
チ

ー
ム
の
中
で
最
多
得
点
で
あ
っ
た
た

め
、
中
央
地
区
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。
閉
会
式
後
、
チ
ー
ム
皆
で

優
勝
カッ
プ
と
、表
彰
状
を
手
に
し
、

情報センターで大火の概要を学びました。

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
チ
ー
ム
で
す

が
、
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

祝祝
優
勝 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
‼

優
勝 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
勝 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
勝 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
‼

　

５
月
25
日
、
松
本
市

赤
十
字
奉
仕
団
中
央
分

団
の
視
察
研
修
が
あ
り

ま
し
た
。

　

大
手
公
民
館
前
か
ら

白
馬
経
由
で
糸
魚
川
へ

出
発
し
ま
し
た
。
山
が

と
て
も
美
し
く
見
え
る

道
で
す
が
、
あ
い
に
く
の

曇
り
空
で
山
々
の
峰
は

時
々
し
か
顔
を
出
し
て
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
訪
れ
た
の
は
、

「
糸
魚
川
市
駅
北
ま

ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ

ー
」。
皆
様
も
記
憶
に

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

2
0
1
6
年
12
月
22
日

10
時
20
分
頃
、
糸
魚
川
の
駅
の
北

側
で
大
火
が
あ
り
ま
し
た
。
延
焼

時
間
は
30
時
間
、
翌
日
の
16
時
30

分
頃
に
よ
う
や
く
鎮
火
し
ま
し
た
。

焼
失
面
積
は
４
ヘク
タ
ー
ル
で
し
た
。

糸
魚
川
は
過
去
何
回
も
大
火
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
原
因
は
や

は
り
フェ
ー
ン
現
象
に
よ
る
強
風
が

大
き
く
、
消
火
用
の
水
が
十
分
無

か
っ
た
、
道
幅
が
狭
か
っ
た
、
古
い

木
造
建
築
が
多
かっ
た
事
な
ど
も
あ

った
よ
う
で
す
。

　

小
さ
な
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
の
大
型

コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ
か
ら
出
火
し
た

火
は
強
風
に
煽
ら
れ
対
岸
の
火
事

と
見
学
し
て
い
た
遠
く
の
家
に
次
々

と
飛
び
火
し
た
そ
う
で
す
。

　
ビ
ル
の
他
に一軒
だ
け
焼
け
ず
に
残

っ
た
民
家
が
あ
り
ま
し
た
。
耐
火
建

築
で
建
て
た
ば
か
り
の
家
で
し
た
。

後
に
こ
の
家
を
建
て
た
工
務
店
に
は

注
文
が
殺
到
し
た
そ
う
で
す
。

　

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
復
興
計
画

の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
復
興
計

画
で
は
、
①
災
害
に
強
い
町
、
②

賑
わ
い
の
あ
る
町
、
③
住
み
続
け
る

町
の
３
つ
の
方
針
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
地
を
実
際
に
歩
い
て
み
る
と
、

２
年
半
経
過
し
た
現
在
は
計
画
通

り
ほ
と
ん
ど
復
興
し
て
い
ま
し
た
。

市
道
は
拡
張
さ
れ
、
被
災
地
近
隣

に
は
2
0
0
ト
ン
及
び
1
0
0
ト
ン

の
貯
水
が
で
き
る
耐
震
大
型
防
火

水
槽
が
そ
れ
ぞ
れ
整
備
さ
れ
、
お
し

ゃ
れ
な
市
営
住
宅
や
集
合
住
宅
も

出
来
て
い
ま
し
た
が
、
住
民
は
８
割

し
か
戻
って
い
な
い
そ
う
で
す
。

　

大
火
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
焼
け
残

っ
た
柱
を
家
の
前
に
残
し
た
家
も
あ

り
ま
し
た
。
雪
よ
け
の
雁
木
（
が
ん

ぎ
）
の
土
地
は
自
前
だ
そ
う
で
新
し

い
町
で
は
な
か
な
か
続
か
ず
所
々
途

切
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
ま
だ

ま
だ
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
。

　

帰
り
は
素
晴
ら
し
い
フ
ォッ
サ
マ
グ

ナ
ミュー
ジ
ア
ム
を
見
学
し
ま
し
た
。

国
石
で
あ
る
ヒ
ス
イ
石
・
石
灰
石
な

ど
の
珍
し
い
石
を
沢
山
見
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
ヒ
ス
イ
に
は
白
・
灰
・

薄
紫
・
黒
・
緑
・
青
の
６
色
も
あ

る
の
に
は
びっ
く
り
目
か
ら
鱗
で
す
。

フ
ォッ
サ
マ
グ
ナ
の
境
目
の
見
学
も
で

き
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修
で
し

た
。
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
様
、
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

（
Ｓ
・
Ａ
）

糸魚川大火の復興状況を訪ねて糸魚川大火の復興状況を訪ねて

ペタンクチームのメンバー
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写
真
は
久
保
田
佐
久
良
さ
ん

（
岡
田
在
住
）が

�

松
本
城
周
辺
で
撮
影

　
白
い
ほ
お
。
澄
ん
だ
声
。

　
全
長
21
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
広

い
川
、
農
耕
地
、
市
街
地
の
空
き

地
な
ど
開
け
た
環
境
を
好
む
。
春

夏
は
北
日
本
に
、
秋
冬
は
積
雪
の

な
い
地
域
に
多
い
。チ
ュ
チ
ュ
ン
、

チ
ュ
チ
ュ
ン
と
鳴
く
。

　

雌
は
雄
よ
り
も
黒
味
が
乏
し

い
。
雄
も
冬
羽
の
上
面
は
淡
く
な

る
。
西
日
本
に
は
過
眼
線
が
な
い

亜
種
が
い
る
。

�（
日
本
野
鳥
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
）

�
～ハクセキレイ～

　

人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
る

高
齢
社
会
と
な
り
、
健
康
で
元

気
な
生
活
を
送
り
た
い
と
誰
も
が

願
う
中
で
、
体
の
た
め
に
良
い
と

い
う
情
報
に
は
多
く
の
人
々
の
関

心
が
集
ま
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
は
高
齢
者
向
け
に
食

べ
物
や
飲
み
物
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト

な
ど
の
健
康
食
品
の
Ｃ
Ｍ
が
毎
日

絶
え
間
な
く
放
映
さ
れ
て
お
り
、

特
に
体
調
が
優
れ
な
い
日
々
を
送

っ
て
い
る
人
は
、
こ
の
宣
伝
文
句

に
容
易
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る

成
分
の
研
究
も
進
み
、
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
成
分
の
作
用
が
次
第

に
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
情
報
が

人
々
の
健
康
志
向
に一
層
拍
車
を

か
け
る
原
因
に
も
な
って
い
ま
す
。

　

サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
は
、「
補
う
も

の
」
と
い
う
意
味
で
す
。
食
事
だ

け
で
は
不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
や

ミ
ネ
ラ
ル
、
ア
ミ
ノ
酸
、
不
飽
和

脂
肪
酸
な
ど
の
栄
養
素
を
補
給

す
る
目
的
で
摂
取
す
る
も
の
で
、

こ
の
ほ
か
に
病
気
の
予
防
や
症
状

を
改
善
し
て
健
康
度
を
高
め
る
た

め
に
利
用
す
る
と
い
う
も
の
も
あ

り
ま
す
が
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
あ

く
ま
で
も
食
品
で
あ
り
、
医
薬
品

の
よ
う
に
病
気
を
治
す
た
め
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
何

種
類
も
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
同
時

に
食
べ
た
り
、
薬
と一緒
に
服
用
し

た
り
す
る
と
、
同
じ
成
分
が
含
ま

れ
て
い
れ
ば
過
剰
摂
取
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
副
作
用
を
起
こ
し
か

ね
な
い
の
で
、
気
軽
に
利
用
し
て

健
康
被
害
を
生
む
こ
と
の
な
い
よ

う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

栄
養
素
は
毎
日
の
食
事
か
ら
摂

る
の
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
Ｔ
・
Ｋ
）

　中央地区では７月１日、町内公民館長会が視察研修を
行った。御岳ロープウェイを訪れ、ウォーキングと地区
住民の親睦を深めてきた。これは偶然重なったが、７月１
日は噴火により規制されていた山頂への登山道が解除され

た日であった。2014年９月の噴火災害以来、夏シーズンで初め
ての規制解除であった。
　我々は五合目の山麓駅で献花台に花を供え、犠牲者へ思いを
募らせた。そこからロープウェイで７合目（標高２１５０ｍ）へ到着し、
ウォーキングを行った。前日の雨のせいか、森の中は緑が鮮やかで、
特に苔の深い緑色が際立って見えた。
　我々は山頂へは行かなかったが、多くの登山者が、色々な想い
を持って山頂へ登っていたようだ。戦後最悪の火山災害があった

ことを忘れてはならないと思うが、
噴火前の、多くの人々が御岳山
周辺を楽しむ姿、何事もなかった
かのような景色が戻ってほしいと
も感じた。７月１日は御岳を訪れた
「節目の日」として、今後も記憶
の中に留めておきたい。（Ｋ・Ｎ）

ハクセキレイ

御嶽山に想いをよせて・・・

　

鈴
木
秀
三
郎
（
上
土
町
）　

◎
藤
村　

吉
彦
（
緑
町
）

　

望
月　

益
榮
（
小
柳
町
）

　

長
谷
川　

均
（
大
名
町
）

　

出
井　

健
二
（
南
土
井
尻
町
）

　

栗
田　

幸
一
（
土
井
尻
町
）

　

宇
留
賀
昭
夫
（
北
土
井
尻
町
）

　

奥
田　

正
男
（
二
ノ
丸
町
）

◯
丸
山　

一
雄
（
西
堀
町
）

　

細
萱　

博
信
（
六
九
町
）

　

赤
羽　

郁
夫
（
今
町
一
丁
目
）

　

青
木　

康
治
（
今
町
二
丁
目
）

◯
野
村　

長
司
（
松
栄
町
）

　

中
田　
　

充
（
鷹
匠
町
）

　

輪
湖
弥
之
助
（
丸
の
内
）

　

中
村　

恭
平
（
大
柳
町
）

�

（
◎
会
長　

〇
副
会
長
）

◆
運
営
委
員

　

青
木　

光
代　
　

青
木　

康
治

　

赤
羽　

郁
夫　
　

井
上　

忠
男

　

川
久
保　

潔　
　

北
原　

正
嗣

　

小
泉　

雅
子　
　

高
木　
　

健

　

髙
野　

和
子　
　

中
田　

俊
雄

　

中
田　
　

充　

〇
野
村　

長
司

　

藤
田　

久
夫　

◎
藤
村　

吉
彦

　

真
峯　

勝
則　
　

正
木　
　

輝

　

丸
山　
　

隼　
　

簑
輪　

徹
朗

　

望
月　

益
榮

◆
図
書
・
視
聴
覚
委
員

　

小
笠
原
友
信　
　

久
保
田
忠
史

〇
栗
田　

幸
一　
◎
中
田　
　

充

　

正
木　
　

輝　
　

増
田　

博
志

　

丸
山　

一
雄　
　

輪
湖
弥
之
助

◆
文
化
委
員

〇
青
木　

光
代　
　

安
藤
ふ
志
江

　

出
井
久
美
子　
　

犬
飼　

富
雄

　

宇
留
賀
昭
夫　
　

大
蔦　

住
子

　

奥
田　

正
男　
　

小
泉　

雅
子

◎
鈴
木
秀
三
郎　
　

杉
山　

敬
子

　

多
湖　

佳
子　
　

中
田
ま
ち
子

　

中
村　

恭
平　
　

長
谷
川　

均

　

二
木　

澄
子　
　

正
木　
　

輝

　

丸
山　
　

隼　
　

丸
山　
　

泰

　

吉
崎　

麻
樹

◆
体
育
委
員

　

青
木　

康
治　
　

赤
羽　

郁
夫

　

出
井　

健
二　
　

小
林
美
恵
子

〇
細
萱　

博
信　
◎
望
月　

益
榮

�

（
◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長
）

節目
の
日

松 本 市 公 民 館 報2019（令和元）年 7月30日（火） 第344号④【中央版】


